
黒潮町農業委員会 農業委員の推薦及び応募の状況（最終公表：平成 31 年 2 月 6 日時点） 

【総括表】 

区  分 人 数 内認定農業者 

1 推薦を受けた者（個人又は団体推薦） 3 3 

2 応募した者（推薦を除く） 11 6 

合  計 14 9 

 

【推薦・応募の状況】 

1． 推薦を受けた者（個人及び団体推薦） 

受付

番号 

推薦を受けた者 推薦をした者 

氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況 
認定農業者の 

該当・非該当 
氏名 推薦理由 

1 伊藝精一 農業 71 男 ・農業歴 38 年 

・農業委員（現任） 

施設野菜＋水稲 

経営面積 70ａ 300 日 

該当 ・田辺一範 

・岩代米一 

・池内弘道 

経歴の示す通り、永年にわたり農

業関連の仕事に携わり現在も現

役として活躍しており適任者と

して推薦します。 

9 敷地智也 農業 42 男 ・平成 19 年から就農 

・農協運営委員（現任） 

施設野菜（胡瓜・オク

ラ） 

経営面積 28ａ 300 日 

該当 ・倉橋新一 

・林宏明 

・堀野裕一 

実直で責任感が強く仕事熱心な

ので適任者と思います。 

13 山中 譲 農業 49 男 ・平成 15 年から就農 

・平成 28 年 4月から農

業委員（現任） 

施設野菜（胡瓜・オク

ラ） 

経営面積 30ａ 300 日 

該当 ・小谷鉄夫 

・小谷雅志 

・山中英一 

上川口郷地区唯一の認定農業者 

 

2． 応募した者 

受付

番号 
氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況 

認定農業者の 

該当・非該当 
応募の理由 

2 小谷健児 農業 53 男 ・旧佐賀町農業委員 

・平成 13 年～現在 佐賀橘川営農組

合長 

・農業委員（現任） 

施設野菜（ニラ）＋水稲 

経営面積 140ａ 
該当 農業経験を生かして、地元農業に役立ち

たい。 

3 酒井幸男 農業 62 男 ・農林水産省中四国農政局勤務 

・平成 28 年 4月から農業 

水稲＋生姜＋ラッキョウ

＋胡瓜＋ブドウ＋サトウ

キビ 

経営面積 80ａ 300 日 

該当 近年、遊休農地が増加していると感じて

いて、遊休農地の調査、解消を行うこと

や農地転用に関心があるため。 

4 野坂賢思 農業 53 男 ・昭和 59 年～平成元年平茸栽培 

・平成 7 年～ブナシメジ栽培 

・平成 28 年 4月から農業委員（現任） 

ブナシメジ施設栽培 

年間 160ｔ～200ｔ生産 

該当 農業人として、これからの農業方法を考

えたい。 

5 福留康弘 農業 72 男 ・昭和 55 年～平成 5年ハウス苺栽培 

・平成 6 年ハウスニラ栽培 

・平成 24 年～現在 JA 高知はた大方支

所運営委員会 

・平成 28 年 4月から農業委員（現任） 

施設野菜（ニラ）＋水稲 

経営面積 135ａ 300 日 

該当 地域の農地を守るために活動をしたい。 

6 吉尾好市 農業 69 男 ・昭和 50 年より農業に従事 

・平成 17 年～23 年まで認定農業者会

長 

・平成 25 年 3月より農業委員（現任） 

施設花卉＋水稲 

経営面積 53ａ 300 日 

該当 現在、農業委員をしており地域農業発展

の為に頑張りたいと思う。 

7 濱口佳史 農業 45 男 ・平成 5 年より農業に従事 

・平成 28 年 4月より農業委員（現任） 

施設野菜（胡瓜）＋水稲 

経営面積 155ａ 300 日 

該当 農業の発展のため 

8 松本昌子 農業 64 女 ・平成 19 年 3月より農業に従事 

・平成 25 年 3月から農業委員（現任） 

水稲 

経営面積 65ａ 250 日 

非該当 休耕田の解消に努めたい。食育活動を今

後も続けたい。 

10 藤田清子 無職 66 女 ・昭和 49 年 1 月佐賀町農業協同組合

入組 

・平成 15 年 4 月合併により高知はた

農業協同組合へ 

・平成 21 年 3月同上を退組 

・平成 28 年 4月農業委員（現任） 

 非該当 地元の農業の発展の為、農業委員に応募

します。 

（中立委員で応募） 

11 金子孝子 農業 68 女 ・平成 18 年 JA 高知はた経営管理委員 

・同  大方女性部長 

・平成 19 年 3月より農業委員（現任） 

施設野菜（茗荷）＋水稲＋

施設果樹（レモン） 

経営面積 105ａ 250 日 

非該当 女性農業委員が食育活動に励んでいま

す。もちろん男性委員さんの協力も感謝

しています。若い世代に食事を抜いたり、

偏ったよったりして食習慣の乱れがある

と聞き、生きていく為の必要なことを伝

えたい。農業者の老後の暮らしを農業者

年金で暮らしていく為に、若い方に進め

ていきたい。次の世代にバトンタッチし

ていきたい。 

12 藤原 忍 農業 44 女 ・平成 25 年 12 月より農業に従事 

・平成 28 年 4月農業委員（現任） 

露地生姜＋水稲  

経営面積 100ａ 150 日 

非該当 地域の農業に貢献したい。 

14 ハジィフ

泉 

農業 47 女 ・平成 15 年より就農 

・平成 23 年 5月より農業法人設立 

水稲＋施設野菜（生姜） 

経営面積 27.2ha 

非該当 地域の農業に貢献するため。 

 


